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副交感性の唾液分泌に抑制的に働 くことを実験的に証明した｡ また, 種々の動物の顎下腺は他の腺臓器と
同様に, かなり大量の N oradrenaline (N A ) を含むことが証明されている｡ 本実験は C atecholam ine
(C A )の組織内欠乏を釆たす R eserpine(R S)の作用を顎下腺分泌につき検討 し, 顎下腺におけるC A の生
理的意義ないしは交感神経支配の唾液分泌における役割を明らかにしようとしたものである｡
実験には雑種犬を用い A m obarbital sodium 50m g/kg 腔内注入によって麻酔 した｡ 脊髄犬標本は,
実験開始約1時間前に E ther 探麻酔下に C 2～C 4 間において脊髄を切断したものである｡ 気管 -C annula
を挿入後, W harton 氏管を露出して, 唾液管 -C annula を挿入した｡ E lectric drop recorder を用いて
分泌唾液滴下数を煤紙上に描記した｡ 鼓索神経刺激には次極大, 頻度 20/sec, 持続 1m sec の短形波刺激
を用い, 薬物は股静脈内, 内頚動脈内および外頚動脈内等に注入した｡
成績と総括 麻酔犬では自発性の顎下腺分泌は見られず, R S 静注も分泌も来さなかった｡ しかしタ
鼓索神経刺激, または, P ilocarpine (P .P )注入による顎下腺分泌間に R S を静注すると, - 適性の分泌
抑制が発行後, 5- 6 時間持続する分泌先進を来たした｡ 一方, 無麻酔犬または脊髄犬に R S を静注する
と, 特有の鎮静効果発現とほぼ一致して,奨液性分泌が先進し, その後鎮静状態が持続するにもかかわら
ず, 徐々に分泌は減少した｡
脊髄犬の内頚動脈中に R S を注入すると約 30分後より, 分泌が先進したが, その程度は静注に比して
軽度であった｡ その後, 徐々に分泌は減少した｡
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脊髄犬の外頚動脈内に R S を注入した時は, 顎下腺分泌先進が見られなかったが, 鼓索神経刺激中に
R S を外頚動脈内注入すると, 一過性の分泌抑制の後に, /)泌先進を来たし, 約 6時間持続した｡ また,
P P 静注による唾液分泌間に R S を外頚動脈中に注入すると鼓索神経刺激の時 と同様の分泌経過が見られ
た ｡
以上, 麻酔犬における R S 青銅主が自発性の顎下腺分泌を莱たさないに反し, 無麻酔犬または脊髄犬にお
いてほ, R S により自発性分泌が先進した｡
すなわち, R S による組織 C A 遊離は中枢および未櫓性に発現するものであると, 無麻酔犬における顎
下腺分泌は主として中枢性に発現し麻酔により遮断されるものである. しかし, 麻酔犬においても, 鼓索
神経刺激または P P 静注による顎下腺分泌は R S 静注後, 先進した｡ 顎下腺における C A 遊離従って減
少に関連し, C holine 作動性刺激に対する感受性の増大と考えられる｡ さらに, 脊髄犬の内頚動脈内- の
R S 注入で顎下腺分泌の先進が見られても, 著明でないことから, R S の中枢作用のみでは, 強い分泌が
出現しないと思われる｡ 一方, 脊髄犬の外頚動脈内に R S を注入すると, 顎下腺の自発性分泌は克進しな
いが, 鼓索神経刺激または P P 注入による分泌間には, R S は分泌を著明に克進した｡ 顎下腺 C A が遊離
減少しても, 中枢性の C A 量が正常状態で, 分泌は完進せず, 鼓索神経刺激または P P 注入間には, C A
減少と関連 L C holine 作動性刺激に対する感受性が先進し, 分泌が増加するものであ,:) う｡ また, R S 注
入は分泌先進前にしばしば一過性の分泌抑制を来たしたが, 遊離 C A の循環血液または組織内濃度増加
と関連するであろう｡
しかし, 無麻酔犬および脊髄犬において R S による顎下腺分泌先進効果消失後ち, 鼓索神経刺激は, な
お分泌を見ること, R S による種々組織の N A 減少消失効果は長時間持続し, 分泌克進効果より著しく持
続時間が大であることおよび C holine 作動性唾液分泌に対する A drenaiine または N A の抑制効果が著
るしく長いこと等を考慮すると, 顎下腺分泌における R S の作用機序は, 中枢および顎下腺組織の単なる
N A 茎の増減のみならず, 顎下腺に対する R S の檀接作用および顎下腺における C A の動的摂取および
合成状況等が関与するものと結諭される｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
犬の顎下腺は交感ならびに副交感両神経の支配をうける｡ 未櫓的に副交感神経刺激は特有の分泌促進的
に, 交感神経刺激は特有の分泌のほかに前者の刺激による分泌に抑制的である｡ 中枢ならびに末梢臓器の
N oradrenaline 欠乏をきたす R eserpine を無麻酔犬に与えると著しい唾液分泌をきたす｡
本論文はこの R eserpine 作用機転を無麻酔ならびに麻酔犬について生理学的に検討 したものである｡
正常および脊髄犬において R eserpine による自然唾液分泌は麻酔によって失なわれ, 内頚動往時に著
明で外頚動往時には僅少であることから中枢性のものであることは確実であるが, R eserpine 鎮静の極期
には失なわれる｡ 麻酔または脊髄犬において副交感性刺激による唾液分泌問に R eserpine を内頚動注する
と注入後しばらくは分泌抑制がみられてもその後分泌促進的に変化する｡
N oradrenaline 遊離作用と関連して R eserpine 作用を考察して, 1) 中枢性には A m ine 遊離時には
分泌促進的に, A m ine 欠乏期には分泌抑制的であり, 2) 顎下腺においてほ A m ine 遊離時には分泌抑
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制的に, 欠乏時には副交感神経性唾液分泌をたかめるとした｡ すなわち, R eserpine の唾液分泌には中枢
および未櫓の二機転があり, また唾液腺におる N oradrellalille 欠乏が唾液分泌をたかめる理由を明らか
にしたものである｡
このように本研究は学術的に有益なものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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